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IEEE 東京支部 Life Members Affinity Group（LMAG-Tokyo）総会 
 
 
 日 時:  2015 年 3 月 20 日(金)  14 時 00 分～14 時 25 分 
 
場 所: 機械振興会館 6 階 6D-1・6D-2（東京都港区芝公園 3-5-8） 

 
 議 事： 第 1 号議案 2015 年度役員選出報告 
 
 第 2 号議案 2014 年度活動報告 
 
 第 3 号議案 2015 年度活動計画（案） 
  
 その他 
 
 
 配付資料： 1. 2015 年度役員選出報告 
  2. 2014 年度活動報告 
 3. 2015 年度活動計画（案） 
 4. LMAG-Tokyo Management and Procedure 
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第 1 号議案 
2015 年度 LMAG 役員選出報告 

 
 2015 年度 LMAG 役員の選出は、2014 年 9 月 4 日に候補者が公告され、追加候補者

の提案が無かったため選挙が省略され、2014 年 12 月 8 日に役員決定が通知された。 

＜役員候補者の公告＞ 
IEEE 東京支部 Life Member 各位: 

                                 2014 年 9 月 4 日 
                               IEEE 東京支部 LMAG Chair  多田 邦雄 

IEEE 東京支部 Life Members Affinity Group (LMAG)  
2015 年度役員候補の公告 

IEEE 東京支部 Life Members Affinity Group (LMAG) では、その規約"Management 
and Procedures″(URL:http://www.ieee-jp.org/Management_and_Procedures.pdf) 
に基づき、7 月 29 日の役員会議で下記 3 名を 2015 年度(2015.1.1～12.31)の役員候補者

に指名しましたので、皆様に公告いたします。 
候補者を追加指名される場合は、東京支部 LMAG 会員の 2% 相当以上の署名を添え

て、2014 年 9 月 30 日(火)までに、下記の提出先へお申し出ください。 
追加指名があった場合には、10 月 31 日(金)までに投票用紙を LMAG 会員に送付し、

11 月 30 日(日)までに投票を行い、その結果に基づいて新役員を決定いたします。 

2015 年度役員候補者 
Chair: 稲田 浩一（元株式会社フジクラ） 
Vice Chair: 三木 哲也（国立大学法人 電気通信大学） 
Secretary : 高野 忠（元宇宙航空研究開発機構(JAXA)） 
 

＜役員決定の通知＞ 
 IEEE 東京支部 Life Member 各位: 
        2014 年 12 月 8 日 
      IEEE 東京支部 LMAG Chair  多田 邦雄 
 IEEE 東京支部 Life Members Affinity Group (LMAG) 2015 年度役員 
 の決定について 
本年 9 月 4 日に配信の IEEE 東京支部 LMAG 広報にて公告しました「役員候補者の

追加指名」に関するお申し出は、期限の 9 月 30 日までにありませんでした。これを受

けて 11月 12日のLMAG役員会において、下記候補者 3名を2015年度（2015.1.1～12.31）
のLMAG役員と決定し、12月 5日の IEEE東京支部理事会に報告し確認を受けました。

ここに以上の結果を会員各位に報告させていただきます。 

      記 
 2015 年度役員 
 Chair：  稲田 浩一(株式会社フジクラ顧問) 
 Vice Chair：  三木 哲也(電気通信大学特任教授) 
 Secretary：  高野 忠   (日本大学客員教授) 
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第 2 号議案 
2014 年度活動報告 

 
１．総会の開催 

日 時：2014 年 3 月 14 日（金）14:00～14:30 
  会 場：機械振興会館 6 階 D6-1・D6-2 会議室 

出席者：28 名（委任状 136 名） 
議 事：・開会挨拶；LMAG Chair 多田 邦雄 
    ・第 1 号議案；役員選出報告 

・第 2 号議案；2013 年度活動報告 
・第 3 号議案；2014 年度活動計画 

  役 員：Chair：多田邦雄、Vice Chair：持田侑宏、Secretary：三木哲也 
      （任期：2014 年 1 月 1 日～2014 年 12 月 31 日） 
 
２．講演会等の開催 
 2.1 第 1 回講演会 

東京支部主催、LMAG 共催の総会講演会を下記のとおり開催した。 
   日時：2014 年 3 月 14 日（金）15:10～16:10 
   会場：機械振興会館 6 階会議室 
   講演：「IEEE Milestone 活動と日本の技術の世界への発信」 
      大野 榮一（2013 MGA Achievement Award および 2013 Rigion10  

Outstanding Volunteer Award 受賞記念） 

 2.2 第２回講演会 
  LMAG/Student/YPs/WIE(JC)の 4 グループ交流会を下記のとおり開催した。 
   日時：2014 年 3 月 15 日（土）15:00～19:00 
   会場：東京理科大学葛飾キャンパス講義棟 2 階 201 教室 
   プログラム： 

ⅰ. 開会挨拶 
ⅱ. 講演「半導体集積回路研究開発の黎明期―半世紀前の日本の貢献―」 

多田 邦雄（LMAG Tokyo Chair） 
ⅲ. 自己紹介・経験談・伝えたい話、全体討論 
    持田 侑宏（LMAG Tokyo Vice Chair）、百瀬 寿代 (東芝) 
ⅳ. 懇親会 

   参加者：35 名 

2.3 第 3 回講演会   
東京支部主催、LMAG 共催により「音声符号化の基本技術 LSP」IEEE Milestone
認定記念講演会を下記のとおり開催した。 

   日時：2014 年 5 月 22 日（木）12:15～14:00 
会場：パレスホテル東京 2 階 橘   
講演：ⅰ.「IEEE マイルストーンの概要」 白川 功（History Comm. Chair） 
   ⅱ.「線スペクトル対 LSP の普及状況」 守谷 健弘（NTT フェロー） 
      ⅲ.「線スペクトル対 LSP の発案の経緯」 板倉 文忠（名大名誉教授） 
参加者：約 100 名 
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2.4 第 1 回見学会および第 4 回講演会 
  LMAG として初めての見学会を開催し、それに連結する講演会を下記のとおり開

催した。 
第 1 回見学会   

   日時：2014 年 7 月 10 日（木）13:30～15:00 
   場所：JAXA（宇宙航空研究開発機構）調布航空宇宙センター 
   参加者：35 名（人数制限） 
  2014 年第 4 回講演会 
   日時：2014 年 7 月 10 日（木）15:30～17:00 
   会場：電気通信大学講義室 B 棟 2 階 201 

講演：「日本の宇宙開発と今後の展望」 立川 敬二（前 JAXA 理事長） 
   参加者：74 名 
   その他：懇親会を 17:30～19:00 に開催（参加者 17 名） 

2.5 第 5 回講演会 
東京支部主催、LMAG 共催により「酸化亜鉛形ギャップレス避雷器 (MOSA)」 
IEEE Milestone 認定記念」講演会を下記のとおり開催した。 

   日時：2014 年 8 月 18 日（月）13:45～15:00 
会場：グランドプリンスホテル新高輪 3 階 天平 

   講演：ⅰ.「IEEE マイルストーンの概要」 白川 功（History Comm. Chair） 
      ⅱ．「酸化亜鉛形ギャップレス避雷器 (MOSA)の誕生と普及活動」 

 小林 三佐夫（サージプロテクト(株)パワーシステム代表） 
ⅲ.「酸化亜鉛形避雷器の最新技術動向」 高田 雅之（明電舎） 

   参加者：約 80 名 

2.6  IEEE Workshop on Japanese Industry Promotion 
IEEE Japan Council 主催の標記会合において、LMAG より以下のパネル討論、講

演等を行った。 
日時：2014 年 11 月 8 日（土）10:30～17:00 および 9 日（日）13:00～17:00 
会場：早稲田大学 西早稲田キャンパス 
パネル討論（11/8）：「日本企業における若手専門家と技術者をいかにサポート 

するか」持田侑宏（LMAG Vice Chair）が参加 
講演（11/9）：「産業界での技術者生活と IEEE」桑原秀夫（富士通研） 
パネル討論（11/9）：「IEEE と企業の連携強化のための提案」桑原氏が参加 
参加者：両日とも約 60 名 
その他：レセプションを 11/8、11/9 共に 17:30～19:00 に開催 

2.7  第 6 回講演会 
東京支部主催、LMAG 共催により KDDI「太平洋海底ケーブル TPC-1」IEEE 
Milestone 認定記念講演会を下記のとおり共催した。 

日時：2014 年 11 月 12 日（月）13 時 30 分－15 時 
会場：ホテルグランドパレス 3 階 松の間 
講演：ⅰ.「IEEE マイルストーンの概要」 白川 功（JC History Comm. Chair） 

ⅱ．「TPC-１について 第一部 江幡篤士（元 KDD） 
  第二部 田巻八郎（元 OCC） 
           ⅲ.「TPC-1 から FASTER へ」 梧谷重人（KDDI） 

   参加者：約 80名 
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2.8  第 7 回講演会 
  東京支部・LMAG・WIE (Women in Engineering Affinity Group) 3 者共催の講演

会を下記のとおり開催した。 
      日時：2014 年 12 月 8 日（月）15:30 ～17:00 

 会場：機械振興会館 地下 3 階 研修室１ 
講演：「出口指向のヒューマンインタフェース研究開発 ～非常識から常識へ～」 

       土井美和子（NICT、元東芝） 
参加者：80 名 

     

III．LMAG Tokyo ニュースレターの発行 
・第 11 号を本年 2 月 10 日付け、第 12 号を 5 月 8 日付け、第 13 号を 10 月 8 日付

け、第 14 号を 2015 年 1 月 28 日付けにて、いずれも和文版、英文版をメール配

信した。 
・第 11 号および第 13 号については、東京支部 LMAG 会員全員へ和文プリント版

を郵送配布した。その経費およそ US$1,000 は IEEE 本部からの補助による。 
・第 14 号は、2014 年内の発行の予定であったが発行が遅延した結果 1 月にずれ込

んだ。 
 
IV. LMAG 役員会等 

・日時：2014 年 7 月 29 日（火）11:00～12:30 
 場所：IEEE 東京支部事務局（機械振興会館 517 号室） 
 協議内容：2015 年役員候補の選出および今後の運営計画について 

・日時：2014 年 12 月 19 日（金）15:00～17:00 
 場所：機械振興会館 B3-8 号室 
 協議内容：LMAG の活動状況説明と今後の業務引継について 
  
 

参考資料 
東京支部 Life Member の会員数（2015 年 2 月現在） 

 
 ・東京支部 Life Member 会員総数：499 名 
 ・内訳：Fellow：168 名 
     Senior：77 名 
     Member：254 名 
     （内 2015 年新会員：60 名） 
 
 

以上 
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第 3 号議案 

2015 年度活動計画（案） 

 
１．総会の開催 
・東京支部の総会と同日（3 月 20 日）に、支部総会に先立って開催する（例年通り）。 
 

２．講演会等の開催 
・LMAG 主催および東京支部との共催により、3～4 回以上の講演会を開催する。 
 このうち 1 回は、IEEE Day の近く（10 月上～中旬）に開催する。 
・LMAG、Student Branch、YPs、WIE の共催による交流会を、2 回程度開催する。 

  〔注〕YPs: Young Professionals（大学院生や若手技術者の会員グループ） 
     WIE:  Women in Engineering Affinity Group（工学分野の女性の会員グ 
         ループ） 
   今年度第 1 回 LMAG/Student Branch/YPs/WIE 交流会は以下のように実施予定。 

日 時：2015 年 4 月 18 日（土）15:00 - 17:00 （懇親会 17:00 -） 
会 場：慶応大学日吉キャンパス・来住舎大会議室 
プログラム： 

  ・講演：LMAG からは今年の新 LMAG メンバーから次の 2 件の講演を行う。 
「サイバー攻撃対策研究の今後 - Beyond the Attackers -」 

                         佐々木良一（東京電機大） 
「非鉛系強誘電体セラミックス研究とともに 40 年」 

竹中 正（東京理科大） 
・懇親会（17:00～19:00）：来往舎ファカルティラウンジ 

 
３．Newsletter の発行 
・「Tokyo-LMAG Newsletter」を発行しホームページに掲載するとともに、電子メ

ールや郵送にて LMAG メンバーに配信する（3~4 回／年）。 
・経費削減への要望もあるので、配信方法を電子メールを主とし，郵送は年 2 回程度

までとする。 
 
４．その他 

・年初に新 Life Member に昇格祝いメッセージを萩本東京支部長と稲田 LMAG  
Chair の連名で送付する（別紙参照）。 

・他支部 LMAG との交流や連携について検討を行う。 
・その他、随時、必要に応じて所要の活動を行う。 

以上 
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別紙：東京支部 LMAG 新メンバーへのお祝いメッセージ 

2015 年 1 月 5 日 
IEEE 新 Life Member の皆様: 
                                                 IEEE 東京支部 
                                                 支部長       萩本 和男 
                                                 LMAG Chair 稲田 浩一 
新年おめでとうございます。 
皆様方におかれましては、本年 1 月 1 日付けで IEEE Life Member へ昇格されました。

誠におめでとうございます。皆様方全員をこのたび Life Member としてあらためて IEEE
東京支部にお迎えできたことは、支部長ならびに LMAG Chair としてまことに喜ばしく、

心から歓迎いたします。 
  ご存知のように Life Member（終身会員）は、65 歳以上、かつ年令プラス会員年数が

100 を超えた時点の翌年からその資格が与えられ、以後 Member Fee が免ぜられる等の特

典があります。皆様方の長年の豊富なご経験とご貢献が認められた証左であり、心から敬

意を表し、お祝い申し上げます。 
東京支部には、支部に所属する Life Member を構成員とする LMAG: Life Members 

Affinity Group （下記参照）という組織があり(2010 年 10 月 8 日設立)、2015 年の新役員

は稲田浩一 Chair、三木哲也 Vice Chair、高野 忠 Secretary が務めますので、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 
LMAG の目的は、経験豊かな Life Member のボランタリーな活動により、メンバーのさ

らなる能力向上、社会貢献、相互交流親睦などを通じて、広く会員の便益向上、IEEE 活動

さらには人類の幸福・繁栄に寄与することとされております。東京支部LMAG （略称LMAG 
Tokyo）では、現在のところ、年 3、4 回の講演会などの会合、同じく年 3、4 回のニュース

レターの発行などを行っていますが、活動内容をより充実拡大させていきたいと考えてお

ります。是非、これらの活動に参加頂き、IEEE 活動をもり立てて頂くと共にメンバー相互

の交流親睦を楽しんで頂ければ幸いです。 
東京支部 LMAG では、本日のこのお祝い状を皮切りに、お知らせやニュースレターを主

としてメールにより差し上げていく手筈ですが、まずは諸行事に積極的にご参加頂き、今

後の活動に対するご提言、ご支援、ご貢献を頂けますよう、お祝いを申し上げるこの機会

をお借りして、お願いもする次第であります。 
どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 
ご参考【LMAG: Life Members Affinity Group について】 

Life Members Affinity Group は、経験豊かな Life Member のさらなる能力向上、社会

貢献、相互交流親睦などを通じて意見を吸収し、メンバーの便益向上、IEEE 活動に寄与す

ることなどを目的に、IEEE 支部内に設置された地域的なユニットです。Life Member の

ステータスを持つ全メンバーで構成され、本部への申請によって設立されます。この Life 
Members Affinity Group は支部内では他の委員会と同様の機構的位置づけで活動します。 

※ LMAG の詳細や東京支部 LMAG については、以下の URL をご参照ください。 
http://www.ieee.org/societies_communities/geo_activities/life_members/groups.html 
http://www.ieee-jp.org/section/tokyo/lmag/index.htm 

※ 現在、日本国内の IEEE 支部の中で LMAG を設置しているのは東京支部と関西支部の 2
支部です。 
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